











































































































































































































































































1 図4 工夫したところを話し合っている場面 I 
4 題材の考察
発表後「工夫した人」というと多くのグループがし
たと手を挙げたが，「ではどんなところを工夫していた
か分かった人」と伝えると，ほぼ手が上がらなかった。
そこで，相手意識をもたせた課題を出した。上記の授
業翫盤泉にあるように，“強弱”をとても意識して伝えた
い，また表現を聴く側も“どこが伝えたいところなん
だろう”と視点をもって臨んでいた。ただ，友だちの
意見に対して「正解」というところで，豊かな表現を
引き出すのであれば，“強弱”だけに視点がいったこと
は広がりにかけるのではないかと感じた。
常に自分たちの思いや意因をもって，楽器を選び，
音を重ね合わせたことで，他の班の工夫を聴いた時に
「自分たちはこうだけど，あの班は反対だ」と違いを
比べさらに 「たぶんぼくたちの思ったのと反対のこ
と考えたんかな」と推察することもできていた。
また無音の状況は常に子どもたちの集中を促してい
た。演奏をするとき，聴くときの緊張感がとても伝わ
ってきに併せて音を大切にしていた。
5 成果と課題
指揮者をいれたことやグループ活動を入れたことは
とても有効な手立てであった。ただ指揮者をおくこと
で表現した音が手拍子で消えてしまうところもあった。
指揮者をおくときは子どもたちの学習意欲が高まった
り，相手意識を伝える時の手立てとなったりするので、
体で拍を取ったりリズムをつかむために必要なことを
考えてその在り方に工夫を重ねていきたい。グループ
学習においては，課題の言葉を明確にし、視点のずれ
のないように教師が言葉を精選するべきだと感じた。
“音を聴き合うかかわり合いづくり”に対しての課
題は，左記の授業記録から分かる。教師は“強弱”を
発言した子どもに対して，「どうして“強弱"をつけた
の？」という問いを返していない。この問い返しがあ
れば，子どもたちの意医や思いが表されたと考える。
“強弱”を知る，気付くということが最終的な目標で
はなく，その工夫をした思いや意図の気付くことこそ
ねらいである。それを深めていく教師の問い返し，ま
た子どもたち自身からも「どうして“強弱”つけたの」
などという発言があるかかわり合いをつくつていかな
ければならない。またそこから「ぼくたちも“強弱”
をつけたけど， 00班とは違う理由だよ」と比べて考
え，発言できるようになれば，テーマによりせまって
いけると考えた。子どもたちが思い ・願いをもち，他
者のそれにせまれる手立てを考えていきたい。
無音の状態はこれからも続けていくことで，音楽だ
けでなく他の授業また学校生活面においても“けじめ”
のある「居場所ある学級風士」づくりに有効であると
考える。この状態の中でいる子どもたちは音を大切に
する心が生まれると感じt:.o音を聴き合うかかわりづ
くり”としての当たり前のことであるが，これをおろ
そかにしては決して成立しないことだと感じた。ただ
教師がこの環境をつくつていくのではなく，子どもた
ち自身が「聴きたい」「かかわりたい」と思い，その空
間を心地よいと感じ，つくり出していきたいと考えら
れる題材を設定していくことが必要である。そして，
そう願った子どもたちがその環境を作れる支援・手立
てを考えていきたい。
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